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委員会 

設置背景 

我々を取り巻く環境は、不確実性の時代ともいわれ、先の変化を予測しにくい現状があります。

変化する時代の中で IT や AI の出現により効率性は向上したものの、踏襲しただけの事業や委

員会単体で行う事業だけでは、時代の変化に柔軟に対応できず、組織が行う運動が乙訓地域の

発展に寄与しきれていない課題があります。我々は乙訓地域の発展に向けた運動を展開し続け

る組織へと成長する必要があります。 

委員会 

設置目的 
効率的かつ効果的な運動が展開できる組織へと進化することを目的とします。 

委員会 

概要 

1．5 月例会の開催 

経験年数が浅く青年会議所活動の意味合いを理解できていないメンバーが増える中、地域に良

い影響を与えていく必要があり、組織全体が成長するために、青年会議所運動の本質を理解

し、2026 年度の方向性を再確認することで、委員会の垣根を超えた協働体制の促進に繋げま

す。 

2．12 月例会・卒業式・忘年会の開催 

（12 月例会） 

地域に必要とされる組織として、今後も地域により良い影響を発信し続けなければならない中、

組織として成長し続ける必要があり、乙訓青年会議所の運動を活性化するために、メンバー一

人ひとりが自分たちの活動に誇りを感じることで、組織体制の強化へと繋げます。 

（卒業式） 

乙訓青年会議所はこれまで、多くの方が自身の役割を果たし、組織として様々な運動を展開して 

きた中、今後も地域社会により良い影響を与え続ける必要があり、組織全体がその役割を自覚

するために、卒業生に感謝と敬意を表し、その想いを引き継ぐことで、次年度への活動意欲の向

上に繋げます。 

（忘年会） 

会員がそれぞれの役割を果たし、組織として様々な運動が引き継がれてきた中、さらなる乙訓青 

年会議所の発展が必要であり、今後も地域により良い影響を与え続ける組織であるために、1 年

間の活動を振り返り、共に労を労いあうことで、次年度以降の活動意欲の向上へと繋げます。 

3．引継ぎ式・役員スタッフセミナーの開催 

先の変化が予測しにくい時代の中、地域により良い変化を与え続ける必要があり、地域に必要

とされる組織運営を行うために、役員・スタッフが活動の方向性と役割を果たすことの重要性を

理解することで、役員・スタッフ一人ひとりの役職者としての自覚と責任感の向上へと繋げます。 

4．事業構築セミナーの開催 

時代の急激な変化に伴い先の変化が予測しにくい中、社会環境やメンバーの経験年数に関わら

ず、私たちは地域により良い影響を与える運動を展開し続ける組織となる必要があり、事業の本

質と目指すべき成果を追求するために、役職に関わらず組織全体で事業構築の仕組みを学ぶ

ことで、地域社会に高い影響力をもたらす事業を企画・構築するためのスキルの獲得へと繋げま

す。 

5．総会及び理事会、正副理事長会議の運営 

地域に影響力を与える運動を確保しなければならない中、これからも効果的な事業を実施する

必要があり、質の高い運動を展開するために、効率的かつ健全な会議運営を行うことで、精度



の高い事業構築へと繋げます。 

6．財政、コンプライアンス審査会の設営・運営 

地域に影響を与える組織とならなければならない中、地域からの社会的信用を得る必要があり、

青年会議所としての社会的責任を果たすために、綿密な予算編成と適切な財務運営やコンプラ

イアンスを守ることで、健全な組織運営へと繋げます。 

7．京都ブロック協議会会長公式訪問の開催 

経験年数の浅いメンバーが増え、活動意識に差がある中、出向によって得られる学びの機会を

組織内で周知させる必要があり、京都ブロック協議会の事業での経験を組織の持続的な発展へ

と繋げるために、京都ブロック協議会の理念や 1 年間の運動の方向性を再確認し、京都ブロック

協議会への連携や協力に対しての意欲向上へと繋げます。 

8．HPの運用、広報（SNS） 

組織の広報活動が地域市民へ届いていない中、地域市民からの理解を得る必要があり、組織 

の魅力や運動を認識していただくために、時代に即した方法で活動を発信していくことで、乙訓

青年会議所の認知度と理解向上へと繋げます。 

委員会 

活動方針 

総務財政委員会メンバー自身が全ての事業を理解し、支援することで委員会の垣根を超えた協

働体制を構築し、組織の発展に尽力します。そのために、メンバー一人ひとりが秩序や規律を守

り、数多くの企画に挑戦し、成長の機会を通じて、学び、成長することで、他の委員会の模範とな

るような委員会運営を行います。 

委員会 

スローガン 
「不易流行～変化を恐れず進化せよ～」 

 


